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日本學術飛砂第二回大會

　日本學衛協會は．昨年學術研究會議の斡旋で成立しtcものであって．その主

なる目的は學術の綜合的振興を圖るにある。此の企ては歓米諸國叉東印度なさ

でも既に多年前から實黒してるるものである。科學及其の慮用の研究．それ等

の歎育に從事するもの、且叉これに趣味を有する者は、誰でも會員ξ成り得る

のであるが、通常會員の會費は年額五圓であり．箪に大會のみに出庸するもの

は臨時會員ミして少額の會費（第二回避會のは一圓）で講演を傍聴し．叉見學に

参加するこミも出塁る。然し臨時三面は晶晶の記事大払の講演な魯を載せた報

告書の配布を受けない。

　第一回大會は．嚢會式ミ共に．昨秋東京に於て．古在東京帝國大學縮長を會

長ミして行はれ、其の報告は六百鯨頁の大冊子εして既に會員に配布された。

第二回大會は本年十月十六日（土曜日）から十九日（火曜日）まで京都市に於て睾

行ずる筈で、事務所は京都帝國大州本部内に設けられてある。本年の會長は荒

木京都帝國大學総長で．川村理学部教授が副會長ミして門下に三って居られ．

若干名の理事及評議員ミ隅々會議を開いて、大回の準備に脚力中である。

　今回の第二回大會は主に京都帝國大學構内で墾行し、その日程は大鰹次の様

である。

十月十六日過（土）午前

　　　　　　　　　午後

十月十七日

十月十八日

十月十九日

　　　晩

（日）豊間

　　　晩

（月）午前

　　　午後

（火）午前

　　　午後

総會、財務報告．次期役員改選、會労演読等、

第一部及第こ二部に於て學術講演．第三部に於て

理科教育講演

會員懇親會

第一部及第二部に於て話術講演

廼俗講演（京都市及大津市に於て）

第一部及第二部に於て學術講演

総會、漱点語遊會

拝観

見學

今日までの所．下の諸氏が大豊に出席して講演されるこεは確實εなってみ

る。

北海道：帝國大呂敏授理學博士

東京帝國大學名響敦授理學博士

理イヒ學石高究所長貴族院議員ユニ學†専属子爵

東京帝國大學教授兼東京天：文墓長理學博士
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　東京帝國大摯敏授理學博士　　　　　　　　　　　藤井　健；≡欠郎　　氏

　東京帝國大學教授理學博士　　　　　　　脇水鐵五郎氏

　東京帝國大學教授農學博士　　　　　　　麻生慶次郎氏

　理學博士　　　　　　　難高徳李氏
　東側學校教授　　　　　　　　　川本宇之助氏
　京都帝國大町教授工學博士　　　　　　　　　　　　ZF　野　　正　　雄　　氏

　同　　　　同　　　　　　　　　渡　邊俊雄氏
　滞洲讐科大壁敏軒丈學博士　　　　　　　　　　　黒　　田　　源　　次　　氏

　中央氣象皇　理學士　　　　築地宜雄氏
　東京高等師範野寺教授理學士　　　　　　小野澄之助氏

　京都帝國大學敷授工學博士　　　金・子　登氏
　東北帝國大學教授工學博＝』　　　　井上仁吉氏

　同　　　齢博士　　　　　牛津淑砧氏
　九州帝日大學欲授理學博dt　　　　桑木残業氏

　同　　工學博士　　　　西川虎吉氏

　同旨　 荒川文六氏
　高s園藝學校教授理學博士　　　　川村清一民

　工學博士　　　　　　　　　田中龍夫氏
　金澤讐科大嘗教授署學博士　　　　右畑種基氏
　大阪府教育主事　　　　　 大島鎭治氏
　鳥取離膿業學校敦授農學士　　　 角倉邦彦氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　　上

拝観及見學に潤ては、爾ほ未だその交渉を了へないものもあるか

ら、確定したものではないが、先づ左の諸所の見込である。
御所、二條離宮、修學院離宮、西本瀬寺飛雲閣、束本願寺枳殼

邸、日本電氣株式會杜、同鉛粉工場、島津製作所、上野製作所、

陶磁器試験所、京都市塵埃焼却所、鐘紡工場、鐘紡山科工場、

錦光山陶磁器工場、杉本精練工場、川島織物工場、等、

　　　　　　　　　各係委員民名
　（一）庶務：係大幸勇吉　大杉　繁　絶妙徳亭
　　　　　　　　　川村多實二　山本一清　膏柳榮司
　　　　　　　　　宮澤清三郎　　薪城新藏　　正路倫之助

（二）會晶晶　橋本傳左衛門　谷津直秀
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（三）接待係

（四）講演係

（五）交渉係

（六）懇親會係

（七）見學係
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　別頁H程によって日本學術協會（Japanese　Association　for　the　Advancement

　Science）の第二回大會を開きます。本草は我國の學術の振興を圖るのが目

的でありまして．今回は創立後まも無い大會でありますが．成るべく多鰍の人

が會合して、知識を廣め、象て親交を圖りkいのでありますから、未だ會員に

なって居られない方々は、此際通常會員（會一一定年金五圓）か叉は臨時會員

（會置尺壼圓、大會報告書を貰はないだけで．他は通常會員ざ同様に、演説．

見學．園遊會にも出席が出來ます）に申込んで下さい。臨時會員は住所姓名職

業を記入して會費金萱園を振替で御割り下されば直に會員謹を邊ります。

　　　　　　　　　　　　日　本　學術　協會

　　　　　事務鱗　東京市本郷匿帝大理鞍部勧物學薮室内

　　　　　　　　　　　　　　　（振蓄貯金口座番魏東京忠一躍＝八番）

　　　　　臨疇出張所　　　　京都市吉田町帝國大學本部

大正十五年入月


